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香
取
遺
産

　
「
地
味
」「
デ
ザ
イ
ン
の
邪
魔

者
」
と
思
わ
れ
が
ち
な
手
す
り

を
徹
底
解
剖
。『
日
経
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ュ
ア
』の
特
集
記
事「
さ

れ
ど
、
手
す
り
」
を
ベ
ー
ス
に

再
構
成
し
、「
標
準
的
な
」
手

す
り
の
デ
ィ
テ
ー
ル
や
事
故
・

判
例
な
ど
を
追
録
し
て
書
籍

化
。

お
お
き
な
カ
エ
ル

テ
ィ
ダ
リ
ク

加
藤
チ
ャ
コ
／
再
話
・
絵

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
昔
話
。

水
を
独
り
占
め
し
た
巨
大
な
カ

エ
ル
か
ら
水
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る
動
物
た
ち
の
お
話
。
動
物

た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
戦
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
絵
が
見
ど
こ

ろ
。

5月の主な行動

東
部
五
市
体
育
大
会

元
の
意
地
で
戦
う

地

　

第
54
回
千
葉
県
東
部
五
市
体

育
大
会
が
5
月
17
日
、
香
取
市

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
県
東
部
に

位
置
す
る
5
市
（
香
取

市
・
成
田
市
・
銚
子
市
・

旭
市
・
匝
瑳
市
）
か
ら
、

各
市
を
代
表
す
る
約

2
0
0
0
人
の
選
手

が
出
場
し
、
23
種
目
の

競
技
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

香
取
市
は
、
陸
上
競

技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

▲優勝した女子バレーボール

▲優勝した男子バスケットボール

ル
男
子
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
5
種

目
で
優
勝
。
そ
の
ほ
か
の
種
目

で
も
健
闘
し
、
総
合
得
点
で
2

位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

₅月26日珍しい『こんにゃく』の花
　下小野の菅佐原勇さん宅
の庭に、高さ₁ｍを超える
「こんにゃくの花」が咲きま
した。20年前に植えたこん
にゃくの種芋は、₅年前に花
を咲かせて以来しばらく花
を見ることはありませんで
したが、今年何とも奇妙な
色・形の花を再び咲かせま
した。花は、₅年に一度見
ることができるかどうかと
いう珍しいものだそうです。

₅月26日おもてなしのローズガーデン
　ローズガーデンウザワ（沢）
では、300種類を超えるバラ
が、₅月下旬に見ごろを迎
えました。オーナーの鵜沢さ
んは、美しいバラを見て喜ん
でもらいたいと、通路やベン
チなどを整備し、介護福祉施
設の入所者などを招待してい
ます。現在では評判が口コミ
で広がり、連日多くの人が訪
れる、隠れた人気スポットに
なっています。

「市内最古の貝塚」

鴇
とき　ざき

崎貝塚

▲鴇崎貝塚貝層断面

▲鴇崎貝塚近景

₃日㈷　第80回香取地域メーデー

₇日㈭　佐原商工会議所青年部定時総会

₈日㈮　香取学校保健会総会並びに講演会

₉日㈯　香取市体育協会総会

12日㈫　栗源小学校開校式

13日㈬　ゆめ半島ちば国体香取市実行委員会総会

　　　　水郷小見川観光協会総会

14日㈭　道の駅水の郷さわら出荷者協議会設立総会

15日㈮　小見川工業団地連絡協議会総会

19日㈫　社団法人佐原法人会通常総会／協同組合佐原信販定時総会

20日㈬　香取市肉牛生産組合総会

21日㈭　千葉県商工会議所女性会連合会通常総会

22日㈮　万世排水機場管理協議会総会／大須賀川・八間川排水整備促進協議会総会

　　　　香取市商工会通常総代会／香取市佐原商店会連合会定時総会

25日㈪　議会全員協議会

27日㈬　社団法人香取市シルバー人材センター通常総会

　　　　香取地区社会教育連絡協議会定期総会／香取市民ゴルフ大会表彰式

28日㈭　市議会臨時会／香取広域市町村圏事務組合臨時会

　　　　佐原の大祭実行委員会総会

29日㈮　香取市酪農組合総会／千葉県ボート協会総会

31日㈰　水防実技研修会／ごみゼロ運動

　

古
代
人
が
捕ほ
し
ょ
く食
し
て
捨
て
た
貝

殻
が
堆
積
し
て
い
る
遺
跡
を
貝
塚

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
縄
文
時
代
早

期
か
ら
出
現
し
、
弥
生
時
代
以
降

に
も
み
ら
れ
、
全
国
に
広
く
分
布

し
て
い
ま
す
。

　

貝
塚
に
は
、
貝
殻
に
含
ま
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
に
よ
っ
て
動
物

や
魚
類
の
骨
や
骨
角
器
が
よ
く

残
っ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
生
活

や
自
然
環
境
を
知
る
上
で
大
変
重

要
な
遺
跡
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
貝
塚
は
、
全
国
で

3
千
余
り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
6
百
以
上
が
千
葉
県
に

あ
り
、
そ
れ
ら
は
東
京
湾
沿
岸
と

利
根
川
下
流
域
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
利
根
川
下
流
域
に
位
置
す
る

本
市
に
も
、
た
く
さ
ん
の
貝
塚
が

あ
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
は
、
草
創
期
・
早
期
・

前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
の
6

期
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

内
の
貝
塚
の
大
半
は
中
期
か
ら
後

期
の
も
の
で
す
。

　

鴇
崎
貝
塚
は
、
鴇
崎
字
広
畑
に

あ
り
、
大
須
賀
川
を
望
む
台
地
の

東
斜
面
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
32
年
に
行
わ
れ
た
、
早
稲
田

大
学
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
数

少
な
い
早
期
の
貝
塚
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
昭
和
45
年
5
月
に
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
7
年
に
は
、
千
葉
県
教
育
委
員

会
が
県
内
主
要
貝
塚
発
掘
調
査
の

一
環
と
し
て
、
測
量
と
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
2
度
の
調
査
で
、
貝
塚
は

東
西
11
ｍ
×
南
北
13
ｍ
、
厚
さ
1

ｍ
前
後
の
小
規
模
な
貝
塚
で
、
縄

文
時
代
早
期
で
も
早
い
時
期
に
形

成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
こ

の
時
期
の
貝
塚
は
全
国
で
も
数
が

少
な
く
、
神
崎
町
の
西
ノ
城
貝
塚

と
と
も
に
最
古
級
の
貝
塚
で
す
。

　

縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
初

め
こ
ろ
に
は
、
地
球
温
暖
化
が

ピ
ー
ク
に
達
し
、
海
水
面
が
上
昇

し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
縄
文
海

進
﹂
で
す
。
最
近
の
調
査
で
は
、

海
岸
線
が
標
高
2.7
ｍ
前
後
ま
で
達

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
徐
々
に
後
退
し
現
在
に

至
っ
て
い
す
。
鴇
崎
貝
塚
が
形
成

さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
、
海
水
面

が
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。

　

出
土
し
た
貝
類
は
、
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
な
ど
淡た
ん
す
い水
産
が
主
体
で
、
ハ

マ
グ
リ
な
ど
鹹か
ん
す
い水

︵
海
水
︶
産
も

少
量
見
ら
れ
ま
す
。
鴇
崎
貝
塚
を

残
し
た
人
々
は
近
く
の
河
川
を
中

心
に
漁ぎ
ょ
ろ
う撈
活
動
を
し
、
時
に
は
少

し
遠
出
を
し
て
海
の
貝
を
採
り
に

行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▲17日㈰  �千葉県東部五市
体育大会開会式


